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令和８年８月末の人の動き

総人口：46,583人 －2
　菊池：22,983人 －32
　七城： 4,859人 －1
　旭志： 3,908人 －6
　泗水：14,833人 37
男　性：22,580人 36
女　性：24,003人 －38
外国人：  1,783人 23
世　帯： 21,369世帯 21

年齢別人口 
0 ～14歳 5,401人 11.6%
15～64歳 25,059人 53.8%
65歳以上 16,123人 34.6%

自然増減 社会増減
出  生：19 転  入：171
死  亡：59 転  出：133

人　口 前月比

　自然豊かな菊池で、コーヒー片手に本を
読みながらゆっくり過ごしませんか。市立
図書館からは出張図書館や読み聞かせを
実施。フードや雑貨などの出店もあります。

［主催］きくち未来編集部
［後援］菊池市教育委員会

きくち未来編集部インスタグラム↓

ふるさと創生市民広場ところ

☎080（1718）7414（亀
かめ

﨑
ざき

）
問い合わせ先

10月25日㈰ 午前９時～午後４時と  き

３ 菊池人　山内直子さん
４ 今一度、地震への備えを
6 【菊池温泉街リブランディング事業】

温泉街の夜をもっと歩きたくなる空間へ
7 菊池米食味コンクール／九州のお米食味コンクール
8 菊池の秋のイベント

10
11

子ども議会
【作文】 社会を明るくする運動

12

13

健康だより インフルエンザと新型コロナの予防接種
歯ッピーキッズ
国民年金情報／手話ミニ講座／介護予防ミニ講座

14
15

文芸きくち
KiCROSSだより

１6
１7

人権・同和教育シリーズ／農業委員会だより
深掘り！ 菊池川流域日本遺産エピソード
交流の絆／産官学金でまちづくり

18 情報つう
▼お知らせ　市役所からの振り込み方法が変わります／シイタケ種
駒の購入費を補助します／子どもたちの未来を育む里親制度／10月
は臓器移植普及推進月間です／菊池っ子60運動啓発ＣＭとオリジナ
ル体操／森林の土地取引には事前の届け出が必要です／献血のお知
らせ／「菊池市土地バンク」制度／10月の「税」の納期限11月２日㈪
／光回線サービスの電話勧誘トラブルにご注意ください／道路緊急
ダイヤル（＃9910）へ通報を／道路にはみ出した樹木はせん定・伐採
してください
▼募集　障がいのある人を対象とした職業訓練生募集／令和８年度
自衛官等募集／市営住宅補充入居者募集／令和９・10年度入札参加
資格申請の定期受け付け／職業訓練コースのご案内／令和９年度農
業大学校社会人向け農業研修生募集／災害ボランティアへの参加に
ご協力ください／菊池市女性人材バンク登録者募集！／ロード・クリー
ン・ボランティア協定団体を募集します／くまもとプラスチックスマー
ト店を募集します
▼相談　ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員相談／もの忘
れ相談会／認知症介護家族のつどい／外国人の皆さんの相談を受け
付けています／空き家バンクに登録しませんか？／創業個別相談会／
就職無料相談会／法律・登記の無料相談／予約制による納付相談夜
間窓口を開設します／労使間トラブルの相談／県男女共同参画相談
室らいふ
▼講演・講習・教室　移動型スマートフォン教室／菊池養生園講座
参加者募集（要予約）／認知症声かけ模擬訓練
▼イベント　2026菊池ロータリーモルック大会／遊ぼう・学ぼう児
童センター／くまもと・みんなの川と海づくりデー／鞠智城秋のイベ
ント／玄海竜二特別公演（要申し込み）／第21回菊池こころのネット
ワークフェア／二十歳を祝う集い（成人式）／菊池川流域日本遺産

２5 市民の広場

26
27

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

28 TOPICS～まちの話題～
30
31

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している人、
伝統を受け継いでいる人など、菊
池で頑張っている人を募集します。
本市在住であれば自薦・他薦は問
いません。詳しくは市長公室まで
お問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

9月12日に竜門ダム広場（ド
ラゴンキャンプ場）で、竜門ダ
ムフェスタが開催されました。
広場に設置された大きなブ
ランコでは、親子で楽しむ姿
が見られました。その他にも、
多くの来場者がステージや出
店、大分県日田市上津江町に
よるフォレストアドベンチャー
体験などを満喫していました。

※�当日の様子は11月号以降の
トピックスに掲載予定です
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音
楽
に
心
躍
ら
せ
た
60
年
。「
歌
う
の
が

楽
し
く
て
、合
唱
の
た
め
に
学
校
に
行
っ
て

い
ま
し
た
」。
音
楽
へ
の
一
途
な
思
い
を
胸
に
、

次
世
代
へ
の
継
承
に
向
け
指
揮
を
振
る
。

　

小
学
生
で
合
唱
を
始
め
、中
学
・
高
校
で

は
迷
わ
ず
合
唱
部
へ
。
短
大
で
は
声
楽
を
学

び
、卒
業
後
は
音
楽
講
師
に
。
20
歳
で
市
民

合
唱
団
へ
入
団
。
団
の
指
揮
者
だ
っ
た
中
学

時
代
の
恩
師
が
体
調
を
崩
し
、33
歳
で
初
め

て
指
揮
台
に
立
っ
た
。
指
揮
と
共
に
恩
師
か

ら
受
け
継
い
だ
の
は
、「
私
利
私
欲
な
く
、音

楽
と
純
粋
に
向
き
合
う
心
」。
こ
の
精
神
は
、

今
も
な
お
音
楽
人
生
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
年
前
に
発
足
し
た「
合
唱
組
曲『
菊
池
』

を
歌
う
会
」で
は
、文
化
祭
で
の
歌
唱
が
20

年
近
く
途
絶
え
て
い
た
組
曲
の
復
活
に
向
け
、

指
揮
を
執
る
。「
混
声
四
部
で
歌
う
難
曲
の

復
活
は
正
直
無
理
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

指
揮
を
引
き
受
け
た
の
は
、菊
池
の
自
然
や

歴
史
、未
来
を
歌
う
こ
の
曲
を
次
世
代
へ
残

し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
」

　

組
曲
を
披
露
す
る
の
は
、市
民
合
唱
団
員

と
公
募
で
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
総
勢
54
人
。

専
門
用
語
は
使
わ
ず
、ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た

指
導
で
歌
う
楽
し
さ
を
引
き
出
し
て
い
る
。

「
練
習
後
に『
ま
た
来
ま
す
、楽
し
か
け
ん
』

と
言
わ
れ
る
の
が
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

復
活
か
ら
３
年
。
継
承
の
道
は
険
し
く
、

全
曲
披
露
に
挑
む
今
年
の
ス
テ
ー
ジ
を
も
っ

て
、文
化
祭
で
の
歌
唱
に
一
旦
幕
を
下
ろ
す
。

「
そ
れ
で
も
、次
世
代
へ
の
思
い
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
合
唱
の
楽
し
さ
と
曲
の
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
、組
曲
を
歌
い
継
ぐ
新
た
な
芽
と

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」。
名
曲
が
再
び
響
く

未
来
を
願
い
、集
大
成
の
ス
テ
ー
ジ
に
臨
む
。

菊池市民合唱団　指揮者

山内 直子さん

1_ 昨年の文化祭では組曲のうち２曲を歌唱。11月１日㈰の文化祭では、組曲の３曲全
てを披露する（関連９㌻） 2_ 相棒のピアノは日々の息抜きにもなっている 3_ 全員集合
の家族写真（令和３年撮影）。「揃う機会は少なくなったけど、孫７人の成長が楽しみ」

響
き
合
う
楽
し
さ
を

　

 

指
揮
に
乗
せ
、

　
　

 

名
曲
を
未
来
へ

響

Profile　やまうち・なおこ
昭和31年生まれ。昭和51年、当時発足した市民合唱団
へ入団。平成元年より市民合唱団の指揮者を務める。以
来、合唱団「しすい」や少年少女合唱団でも指揮者を務め、
指揮歴は37年。公民館や保育園などへ出向き、地域での
音楽活動も行ってきた。現在は自宅でピアノ教室を開き、
子どもから大人まで指導を行っている。立石区在住。70歳。
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